












令和 7年度 室蘭工業大学大学院 博士前期課程 情報電子工学系専攻  

システム情報学コース 一般入試（第 2次募集） 1 日目 

 

出題意図 

 

問題番号１  

基数変換、２の補数表現に関する理解を問う問題である。  

 

問題番号２  

コンピュータネットワークにおける通信プロトコルの階層化、TCP・UDP の理解を問う

問題である。  

 

問題番号３  

メモリアーキテクチャにおける平均アクセス時間、仮想記憶の役割に関する理解を問う問

題である。  

 

問題番号４  

ハードディスク（HDD）に関する平均回転待ち時間、転送時間、平均ディスクアクセス時

間の理解を問う問題である。 



（裏面にも解答できます）

（裏　面）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース・共創情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

情報学基礎・計算機システム科目名 ： 問題番号 ： 1

(1-1)
BとEをそれぞれ10進数で表すと、11, 14。また、11, 14をそれぞれ2進数で表すと1011, 1110。よって
16進数のAFは2進数では10111110となる。これを下位ビットから3桁ずつ区切ってそれぞれを8進数
にして並べると276となる。

(1-2)
整数部を2進数にすると1000、小数部を2進数にすると011より1000.011

(1-3)
ビット反転して＋１をすれば求まる。10111111+00000001=11000000

(1-4)
+73は1バイトの２進数で01001001。このビット列の2の補数を求めればよい。よって、10110111



(2-1)
各階層の機能を分割・独立させ、ある階層のプロトコルを別の機能を持つプロトコルに入れ替えても
他の階層のプロトコルが影響を受けないようにするためである。（７４文字）

(2-2)
・TCPは、エンドシステム間でパケットが損失されずに届けられることを保証し、パケットの転送速度を
調整する。（５２文字）
・UDPは、エンドシステム間でデータを転送することのみに機能を絞った通信プロトコルである。（４２
文字）

（裏面にも解答できます）

（裏　面）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース・共創情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

情報学基礎・計算機システム 2科目名 ： 問題番号 ：



(3-1)
ヒット率をhとする。
10*h + 110 * (1 – h) ≦ 20より、
h ≧ 0.9。よって、最低限必要なヒット率は90％である。

(3-2)
・複数のプログラムが一つの主記憶（物理的な記憶装置）を安全に利用できるようにすること。
・主記憶よりも巨大な容量のメモリがあるものとしてプログラムを実行できるようにすること。
など。

（裏面にも解答できます）

（裏　面）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース・共創情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

情報学基礎・計算機システム 3科目名 ： 問題番号 ：



(4-1)
回転速度は6000rpmなので、1分（= 60000ms）で6000回転する。よって、
平均回転待ち時間x[ms]（半回転に要する待ち時間）は、
6000[回転] : 1/2[回転] = 60000[ms] : x[ms]より、x = 5ms。

(4-2)
転送時間y[ms]は
10000[KB] : 4[KB] = 1000 [ms] = y [ms]より、y=0.4ms。
平均ディスクアクセス時間＝平均シーク時間＋平均回転待ち時間＋転送時間
　　　　　　　　　　　　　　　　＝15 [ms] + 5 [ms] + 0.4 [ms] = 20.4 [ms]

（裏面にも解答できます）

（裏　面）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース・共創情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

情報学基礎・計算機システム 4科目名 ： 問題番号 ：



令和 7年度 室蘭工業大学大学院 博士前期課程 情報電子工学系専攻  

システム情報学コース 一般入試（第 2次募集） 2 日目 

 

出題意図 

 

問題番号１  

離散数学・情報数学における最も基礎的な概念である集合及び写像について，その理解度

を問う問題である．   

 

問題番号２  

剰余の計算問題を通じて，理解度および計算力，論理展開力を問う問題である．  

 

問題番号３ 

確率統計において連続型の確率変数はデータの背景となる分布を扱う上で重要な基礎とな

る．そこで連続型確率変数に関する基礎事項に関する理解度を問う問題である． 

 

問題番号 4 

確率統計において確率変数間の相関は統計的データ分析における重要な基礎となる．そこ

で条件付確率および相関係数に関する事項の理解度を問う問題である． 

 

問題番号５  

基礎的なデータ構造である 2 分探索木に関する理解度を問う問題である．  

 

 

 



問題番号 6  

最も汎用的なソートアルゴリズムの１つであるクイックソートについて理解度を問う問題

である． 

 

問題番号 7  

C 言語プログラミングにおける基本である，ポインタおよび for 文内での条件判別に関す

る理解度を問う問題である．  

 

問題番号 8  

Python プログラミングにおける基本である，for 文内での条件判別およびリスト内包表記  

に関する理解度を問う問題である． 



（裏面にも解答できます）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース・共創情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

情報数学，確率統計，
データ構造とアルゴリズム，

プログラミング
科目名 ： 問題番号 ： 1



（裏　面）



（裏面にも解答できます）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース・共創情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

情報数学，確率統計，
データ構造とアルゴリズム，

プログラミング
科目名 ： 問題番号 ： 2



（裏面にも解答できます）

（裏　面）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

確率統計科目名 ： 問題番号 ： 3



（裏面にも解答できます）

（裏　面）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

確率統計科目名 ： 問題番号 ： 4



(出題意図）　基礎的なデータ構造である2分探索木に関する理解度を問う問題である．
(5-1)

（裏面に続く）

（裏面にも解答できます）

（裏　面）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース・共創情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

情報数学，確率統計，
データ構造とアルゴリズム，

プログラミング
科目名 ： 問題番号 ： 5



(5-2) 9を削除して得られる2分探索木

(5-3)　解答例（高さ3の2分探索木が得られる）
・15, 9, 7, 37, 3, 49, 20, 25
・20, 25, 49, 9, 3, 15, 7, 37
など



（出題意図）
最も汎用的なソートアルゴリズムの１つであるクイックソートについて理解度を問う問題である．
(6-1)　クイックソートに関する説明問題であるため解答例は省略
(6-2)

A 37* 9 25 20 49 7 3 15

A 37* 9 25 20 15 7 3 49

A 3 9 25 20 15 7 37 49

A 3 9 25 20 15 7 37 49

A 3* 9 25 20 15 7 37* 49

A 3 9 25 20 15 7 37* 49

A 3 9 25 20 15 7 37 49

（裏面に続く）

（ここまで詳しくなくてもよい。分割の結果と各段階の枢軸が正しく書かれていればよい）
配列の左端であるA[1]=37を枢軸とする

配列をA[8]から左へ走査し、枢軸37以下の要素A[8]=15を見つける
A[5]=49とA[8]=15を入れ替える

２つの走査が交錯したので、枢軸A[1]=37と枢軸以下の要素A[7]=3を入れ替え

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース・共創情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

情報数学，確率統計，
データ構造とアルゴリズム，

プログラミング
科目名 ： 問題番号 ： 6

左側の配列の枢軸をA[1]=3とする。右側の配列の枢軸をA[7]=37とする

　　　　　配列をA[6]から左へ走査し、枢軸3以下の要素A[1]=3を見つける

（裏面にも解答できます）

配列をA[2]から右へ走査し、枢軸37以上の要素A[5]=49を見つける

配列をA[3]から右へ走査し、枢軸37以上の要素A[8]=49を見つける
配列をA[7]から左へ走査し、枢軸37以下の要素A[7]=3を見つける

配列AをA[7]=37の左側A[1-6]と右側A[7-8]に分割する

A[1-6]：配列をA[2]から右へ走査し、枢軸3以上の要素A[3]=9を見つける

２つの走査が交錯したので、枢軸A[1]=3と枢軸以下の要素A[1]=3を入れ替え
配列A[1-6]を左側A[1]と右側A[2-6]に分割する

配列A[7-8]を左側A[7]と右側A[8]に分割する

A[7-8]：配列をA[7]から右へ走査し、枢軸37以上の要素A[8]=49を見つける
　　　　　配列をA[8]から左へ走査し、枢軸37以下の要素A[7]=37を見つける
２つの走査が交錯したので、枢軸A[7]=37と枢軸以下の要素A[7]=37を入れ替え



　　　　　配列をA[6]から左へ走査し、枢軸9以下の要素A[6]=7を見つける
A[3]=25とA[6]=7を入れ替える

A 3 9* 7 20 15 25 37 49

配列をA[3]から右へ走査し、枢軸9以上の要素A[4]=20を見つける
配列をA[5]から左へ走査し、枢軸9以下の要素A[3]=7を見つける
２つの走査が交錯したので、枢軸A[2]=9と枢軸以下の要素A[3]=7を入れ替え
配列A[2-6]を左側A[2]と右側A[3-6]に分割する

A 3 7 9 20 15 25 37 49

A[7]=37を枢軸とする。要素1個なので完了。A[8]=49を枢軸とする。要素1個なので完了
A[2]=7を枢軸とする。要素1個なので完了

A 3 7 9* 20 15 25 37 49

A 3 7 9 20 15 25 37 49

A 3 7 9 20* 15 25 37 49

A 3 7 9 15 20 25 37 49

A 3 7 9 15 20* 25 37 49

A 3 7 9 15 20 25 37 49

A[2-6]：A[2]=9を枢軸とする

（裏　面）

ソート完了

（以下同様に継続、説明省略し枢軸と分割のみ示す）

　　　　　配列をA[2]から右へ走査し、枢軸9以上の要素A[3]=25を見つける

A[1]=3を枢軸とする。要素1個なので完了



（裏面にも解答できます）

（裏　面）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

プログラミング科目名 ： 問題番号 ： 7



（裏面にも解答できます）

（裏　面）

令和7年度　室蘭工業大学大学院　工学研究科　情報電子工学系専攻
一般入試　２次募集

博士前期課程　システム情報学コース
入 学 試 験 解 答 用 紙

受験番号

プログラミング科目名 ： 問題番号 ： 8




